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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結

累計期間
第48期

会計期間
自平成28年５月21日
至平成29年２月20日

自平成29年５月21日
至平成30年２月20日

自平成28年５月21日
至平成29年５月20日

売上高 （千円） 16,399,665 19,626,974 22,479,753

経常利益 （千円） 2,609,365 3,651,344 3,669,822

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,838,432 2,543,599 2,559,290

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,017,606 2,782,923 2,652,299

純資産額 （千円） 37,771,161 39,314,695 37,687,354

総資産額 （千円） 40,818,417 43,268,992 41,648,659

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 50.44 70.76 70.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 92.5 90.8 90.4

 

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
　11月21日
至平成29年
　２月20日

自平成29年
　11月21日
至平成30年
　２月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.79 21.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　　　　　　ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費及び設備投資の持ち直しによって回復基調で推移

いたしました。海外においては、米国及びヨーロッパ経済は引き続き堅調に推移し、中国やインド等のアジア経

済は、若干の鈍化傾向が見られるものの、引き続き先進国に比べて高い成長率を維持しております。

エレクトロニクス業界におきましては、スマートフォンの生産で一部調整が見られましたが、自動車電装化の

進展、データセンター関連設備投資向けの電子部品需要増加を見込んだ、半導体製造装置の需要が引き続き堅調

に推移するとともに、企業の自働化投資の需要も堅調に推移しております。

このような情勢の中で当社グループは、営業－開発部門の連携を強化しつつ、新製品を軸とした重点顧客への

提案活動に注力してまいりました。

新製品につきましては、汎用一般産業機器向けユニット電源「ＰＪＡシリーズ」、１Ｕラック搭載可能高効率

ＡＣ－ＤＣ電源「ＦＥＴＡ７０００Ｔ」、小型・高速応答の非絶縁型ＤＣ－ＤＣコンバータ（ＰＯＬ）「ＢＲＦ

Ｓ６０Ｓ」、デジタル通信機能付きＰＯＬ「ＢＲＤＳ６０Ｓ」、世界市場向け標準サイズ２×４インチＡＣ－Ｄ

Ｃ電源「ＧＭＡシリーズ」を市場投入いたしました。

生産面では、堅調な需要への対応として、生産能力の増強を進めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は230億６百万円（前年同期比27.4％

増）、売上高は196億26百万円（同19.7％増）となりました。利益面におきましては、売上高の増加に伴い、経常

利益は36億51百万円（同39.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は25億43百万円（同38.4％増）となり

ました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本生産販売事業

日本国内では、半導体製造装置及び工作機械を中心とした一般産業機器の需要拡大が継続しており、大きく

伸長いたしました。

このような情勢の中、営業－開発部門の連携を強化し、新製品の拡販活動に注力するとともに、新規顧客の

開拓、重点顧客の深堀活動に取り組んでまいりました。

この結果、外部顧客への売上高は、147億12百万円（前年同期比15.5％増）、セグメント利益は30億74百万円

（前年同期比41.2％増）となりました。

EDINET提出書類

コーセル株式会社(E01856)

四半期報告書

 3/16



 

②北米販売事業

米国では、一般産業機器・医用機器・半導体製造装置関連の需要が拡大し、全体的には好調に推移いたしま

した。

このような情勢の中、ファクトリーレップとの連携活動の成果として、新規顧客を獲得し、売上拡大につな

がりました。

この結果、外部顧客への売上高は、18億34百万円（前年同期比37.8％増）、セグメント利益は１億52百万円

（前年同期比354.5％増）となりました。

 

③ヨーロッパ販売事業

ヨーロッパでは、一般産業機器、計測機器関連の需要拡大に加え、医用機器関連の需要回復の動きが見ら

れ、全体的には好調に推移いたしました。

このような情勢の中、重点ディストリビューターとの連携を強化し、新規プロジェクト獲得、新規顧客開拓

に注力してまいりました。

この結果、外部顧客への売上高は、７億49百万円（前年同期比35.9％増）、セグメント利益は９百万円（前

年同期比34.4％減）となりました。

 

④アジア販売事業

アジアでは、一般産業機器・医用機器関連で在庫調整の動きが見られたものの、半導体製造装置関連で需要

拡大により、全体的には堅調に推移いたしました。

このような情勢の中、ターゲット業界・顧客を絞り、新規プロジェクト獲得、新規顧客開拓に注力してまい

りました。

この結果、外部顧客への売上高は、23億30百万円（前年同期比30.8％増）、セグメント利益は１億９百万円

（前年同期比44.9％増）となりました。

 

⑤中国生産事業

中国生産事業においては、品質管理体制の強化と生産性向上活動に継続して取り組むとともに、受注増に対

応した生産能力の増強と部材調達の改善を図り、顧客ニーズに対応してまいりました。

この結果、セグメント間の内部売上高は、８億90百万円（前年同期比41.0％増）、セグメント利益は２億２

百万円（前年同期比48.2％増）となりました。

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、94百万円であります。なお、研

究開発費は、電源等の基礎研究費用であり、新製品開発に係る費用は含んでおりません。

　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年２月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年３月30日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,212,000 37,212,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 37,212,000 37,212,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年11月21日～

平成30年２月20日
－ 37,212,000 － 2,055,000 － 2,288,350

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年２月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,267,200 － －

　完全議決権株式（その他） 普通株式 35,933,100 359,331 －

　単元未満株式 普通株式     11,700 － －

　発行済株式総数 37,212,000 － －

総株主の議決権 － 359,331 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権の数２個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成30年２月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

コーセル株式会社
富山県富山市上赤江

町１－６－43
1,267,200 － 1,267,200 3.41

計 － 1,267,200 － 1,267,200 3.41

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の数10

個）あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含まれておりま

す。

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年11月21日から平

成30年２月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年５月21日から平成30年２月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年２月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,067,942 8,478,773

受取手形及び売掛金 8,036,305 8,661,724

有価証券 6,750,027 2,100,000

商品及び製品 739,950 962,550

仕掛品 82,835 211,712

原材料及び貯蔵品 1,942,698 2,536,028

繰延税金資産 402,078 362,151

その他 207,797 396,625

貸倒引当金 △4,359 △4,390

流動資産合計 24,225,275 23,705,176

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,667,362 3,678,976

減価償却累計額 △2,697,313 △2,741,784

建物及び構築物（純額） 970,049 937,191

機械装置及び運搬具 6,221,260 6,342,488

減価償却累計額 △4,798,329 △4,951,360

機械装置及び運搬具（純額） 1,422,931 1,391,128

工具、器具及び備品 5,270,227 5,464,518

減価償却累計額 △4,946,770 △5,089,452

工具、器具及び備品（純額） 323,456 375,066

土地 1,143,940 1,192,440

建設仮勘定 － 605,212

有形固定資産合計 3,860,377 4,501,039

無形固定資産   

ソフトウエア 89,608 74,043

その他 12,019 10,903

無形固定資産合計 101,628 84,947

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 － 126,871

投資有価証券 13,288,546 14,700,481

繰延税金資産 27,833 6,096

その他 144,996 144,380

投資その他の資産合計 13,461,376 14,977,829

固定資産合計 17,423,383 19,563,815

資産合計 41,648,659 43,268,992
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月20日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年２月20日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,181,027 1,384,455

未払金 455,897 298,341

未払法人税等 610,138 532,991

賞与引当金 408,357 174,686

製品保証引当金 567,000 708,000

その他 490,937 431,068

流動負債合計 3,713,357 3,529,543

固定負債   

退職給付に係る負債 85,797 210,574

繰延税金負債 － 58,332

その他 162,148 155,846

固定負債合計 247,946 424,753

負債合計 3,961,304 3,954,297

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,055,000 2,055,000

資本剰余金 2,288,350 2,288,350

利益剰余金 34,533,775 35,927,144

自己株式 △1,523,002 △1,523,058

株主資本合計 37,354,123 38,747,435

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 307,095 454,171

為替換算調整勘定 △6,082 84,102

退職給付に係る調整累計額 5,666 1,416

その他の包括利益累計額合計 306,679 539,690

非支配株主持分 26,552 27,569

純資産合計 37,687,354 39,314,695

負債純資産合計 41,648,659 43,268,992
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年５月21日
　至　平成29年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年５月21日
　至　平成30年２月20日)

売上高 16,399,665 19,626,974

売上原価 11,396,166 13,188,004

売上総利益 5,003,498 6,438,969

販売費及び一般管理費 2,526,473 2,868,557

営業利益 2,477,025 3,570,412

営業外収益   

受取利息 49,254 33,644

受取配当金 41,153 36,305

為替差益 6,231 －

受取補償金 18,776 23,490

その他 17,472 45,831

営業外収益合計 132,887 139,271

営業外費用   

為替差損 － 58,207

その他 547 131

営業外費用合計 547 58,339

経常利益 2,609,365 3,651,344

特別利益   

固定資産売却益 521 625

特別利益合計 521 625

特別損失   

固定資産除却損 4,730 2,016

特別損失合計 4,730 2,016

税金等調整前四半期純利益 2,605,156 3,649,953

法人税、住民税及び事業税 606,927 1,044,619

法人税等調整額 150,086 57,194

法人税等合計 757,014 1,101,813

四半期純利益 1,848,142 2,548,140

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,710 4,541

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,838,432 2,543,599
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年５月21日
　至　平成29年２月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年５月21日
　至　平成30年２月20日)

四半期純利益 1,848,142 2,548,140

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 192,795 147,076

為替換算調整勘定 △20,475 91,956

退職給付に係る調整額 △2,855 △4,249

その他の包括利益合計 169,464 234,782

四半期包括利益 2,017,606 2,782,923

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,008,233 2,776,610

非支配株主に係る四半期包括利益 9,373 6,312
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年５月21日
至 平成29年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年５月21日
至 平成30年２月20日）

減価償却費 524,559千円 593,612千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年５月21日　至　平成29年２月20日）

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

取締役会
普通株式 291,558 8 平成28年５月20日 平成28年７月19日 利益剰余金

平成28年12月14日

取締役会
普通株式 364,447 10 平成28年11月20日 平成29年２月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年５月21日　至　平成30年２月20日）

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

取締役会
普通株式 575,115 16 平成29年５月20日 平成29年７月18日 利益剰余金

平成29年12月13日

取締役会
普通株式 575,115 16 平成29年11月20日 平成30年２月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年５月21日　至　平成29年２月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報

 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
日本生産

販売事業

北米販売

事業

ヨーロッパ

販売事業

アジア販売

事業

中国生産

事業
合計

売上高         

外部顧客への売

上高
12,735,092 1,330,867 551,391 1,782,314 － 16,399,665 － 16,399,665

セグメント間の

内部売上高
2,634,339 － － － 631,499 3,265,839 △3,265,839 －

計 15,369,431 1,330,867 551,391 1,782,314 631,499 19,665,504 △3,265,839 16,399,665

セグメント利益 2,178,315 33,489 13,851 75,420 136,727 2,437,805 39,220 2,477,025

（注）１．セグメント利益の調整額39,220千円は、セグメント間の取引消去14,845千円及び棚卸資産の未

実現損益の消去24,374千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利

益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年５月21日　至　平成30年２月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報

 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
日本生産

販売事業

北米販売

事業

ヨーロッパ

販売事業

アジア販売

事業

中国生産

事業
合計

売上高         

外部顧客への売

上高
14,712,478 1,834,174 749,530 2,330,792 － 19,626,974 － 19,626,974

セグメント間の

内部売上高
3,523,388 － － － 890,599 4,413,988 △4,413,988 －

計 18,235,866 1,834,174 749,530 2,330,792 890,599 24,040,963 △4,413,988 19,626,974

セグメント利益 3,074,778 152,193 9,082 109,297 202,627 3,547,980 22,432 3,570,412

（注）１．セグメント利益の調整額22,432千円は、セグメント間の取引消去33,534千円及び棚卸資産の未

実現損益の消去△11,102千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利

益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年５月21日
至　平成29年２月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年５月21日
至　平成30年２月20日）

１株当たり四半期純利益金額 50円44銭 70円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,838,432 2,543,599

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
1,838,432 2,543,599

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,444 35,944

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成29年12月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額 ……………… 575,115千円

②　１株当たりの金額 …………………………… 16円

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日 …… 平成30年２月２日

　（注）平成29年11月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年３月30日

コーセル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々木　雅　広　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　川　敏　裕　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーセル株式会

社の平成29年５月21日から平成30年５月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年11月21日から平成

30年２月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年５月21日から平成30年２月20日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーセル株式会社及び連結子会社の平成30年２月20日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

コーセル株式会社(E01856)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

